
学年の目標

具体的方策

特進の目標

具体的方策

全クラス指導内容 特進クラス指導内容

４月

オリエンテーションで生徒・保護者に語りかけ
浜名手帳記入と提出の習慣付け
スタディサポート（学力診断テスト）の実施
朝課外と放課後課外開始（希望者）
進路講演会の実施

入学式後に特進クラス保護者、生徒を対象に、オリエ
ンテーション
朝課外と放課後課外開始（全員）通年
放課後の自学自習開始（全員）通年
土曜課外開始（国数英）（全員）通年

５月 学習時間調査

６月
学習時間調査
進研模試への動機付け
デジタルサービスで目標点入力

英語検定準2級受験

７月

進研模試受験
大学について調べる
三者面談の実施
夏休み前期課外（国数英）（希望者）

英語検定試験準2級一次試験合格者に対する二次試
験（面接）指導
夏休み前期課外（国数英）（全員）

８月
デジタルサービスで模試復習
夏休み後期課外（国数英）（希望者）

国公立大学見学
夏休み後期課外（国数英）（全員）
全統記述模試受験（希望者）

９月
学年保護者会
大学見学への動機付け

１０月

大学見学
学習時間調査
進研模試への動機付け
デジタルサービスでの目標点入力

英語検定準2級受験

１１月
進研模試受験
学習時間調査

英語検定試験準2級一次試験合格者に対する二次試
験（面接）指導

１２月
英語４技能試験（ＧＴＥＣ）
デジタルサービスで模試復習

　

１月
進研模試受験
デジタルサービスで目標点入力

英語検定準2級受験

２月
学習時間調査
進路講演会
職業インタビュー発表会

英語検定試験準2級一次試験合格者に対する二次試
験（面接）指導

３月

スタディチャージ
（スタディサポート活用ブックを利用して事前の学習）
デジタルサービスで模試復習
スタディサポート（学力診断テスト）の実施

　

　※ 特進クラスの生徒は、英語検定の受検は年３回のうちいずれか１回を受験するものとする。

１　浜名手帳を活用し、週１６００分の家庭学習時間を目標とする。
２　国語・数学・英語の基礎学力を身につけ、土曜・放課後課外を利用して模擬試験に対応できる学力を育
成する。
３　英語検定や漢字検定に積極的に挑戦する。
４　夏休みの大学訪問により、国公立大学への意識を高める。

1年進路指導計画

学習習慣を確立し、基礎学力を身に付けるとともに、高く広い進路目標を探究する。

１　浜名手帳を活用し、週１０００分の家庭学習時間を目標とする。
２　模擬試験前に目標点を設定する。
３　模擬試験後の復習により、学力の定着を図る。
４　学年集会等を利用し、進路意識の向上を図る。

国公立大学や難関私立大学に対する進路意識を高め、基礎学力の定着を図る。


